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水
経
注

　
　

は

　

し

　

が

　

き

一
、
自

　

然

　

崇

　

秤

二
、
人

　

間

　

崇

　

昇

三
、
祠
廟
と
仙
・
道
・
佛
．

　
　

む

　
　

す

　
　

び

に
見
え
た
る
祠
廟

　
　
　
　
　

は

　

し

　

が

　

き

　

祠
廟
の
研
究
が
ま
那
宗
教
史
の
最
も
精
彩
あ
る
部
分
を
な
す

と
い
ふ
こ
と
を
強
調
し
た
の
は
梁
啓
超
氏
で
｡

９

。
氏
の
所
説

を
こ
ｘ
に
紹
介
し
批
判
す
る
こ
と
は
姑
く
差
控
へ
る
。
た
ゞ
祠

廟
１
氏
の
言
葉
を
以
て
す
れ
ば
祀
祁
―
の
信
仰
は
氏
の
云

ふ
如
き
崇
徳
報
功
の
倫
理
的
感
情
に
止
る
も
の
で
は
な
い
。
極

め
て
現
鳶
的
呪
術
的
で
あ
る
と
は
云
へ
、
矢
張
宗
教
と
し
て
の

理
念
を
も
つ
。
そ
し
て
か
ゝ
る
信
仰
は
支
那
古
来
の
赴
會
形
態

と
密
接
に
開
係
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
猫
外
米
宗
教
の
影
響
の

宮

Ｊ

倚

　
　

志

下
に
、
時
代
が
進
む
に
っ
れ
腱
化
を
来
し
、
新
宗
教
匯
生
の
基

底
に
も
な
っ
た
。
支
那
宗
教
史
は
支
那
固
有
の
祠
廟
信
仰
と
外

来
の
文
明
宗
教
と
の
交
錯
の
場
面
に
展
開
せ
ら
れ
、
支
那
民
族

固
有
の
腿
展
を
逡
げ
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

　

祠
廟
は
元
来
小
地
域
内
の
住
民
の
信
仰
の
對
象
と
な
っ
た
も

の
で
、
そ
の
祠
廟
所
在
地
を
離
れ
て
傅
道
さ
れ
た
こ
と
は
先
づ

な
い
。
各
時
代
、
各
地
方
の
多
数
の
祠
廟
の
賓
況
を
文
献
の
上

か
ら
調
査
し
、
そ
の
鳥
瞰
圖
を
作
る
こ
と
は
基
礎
的
な
事
業
で

あ
る
。
そ
し
て
一
統
志
や
府
邸
志
等
地
誌
類
が
豊
富
な
資
料
を

提
供
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
も
充
分
期
待
で
き
る
。
簡
軍
な
第
一

着
手
と
し
て
、
前
漢
書
地
理
志
・
績
漢
書
郡
國
志
・
魏
書
地
形

志
に
載
せ
ら
れ
た
祠
廟
の
名
孵
と
簡
輩
な
る
説
明
を
素
材
と
し

て
も
、
漢
・
魏
―
六
朝
に
亙
る
祠
廟
信
仰
の
愛
化
を
概
観
で
き

　

然
し
此
等
正
史
の
地
理
志
よ
り
も
豊
富
で
詳
細
で
あ
り
。
且
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２２

つ
近
づ
き
易
い
史
料
と
し
て
水
縦
注
の
價
値
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
云
ふ
迄
も
な
く
水
絵
注
は
古
書
を
捜
訪
・
引
用
し
、

河
流
の
方
向
に
沿
ひ
流
域
の
古
蹟
・
史
傅
を
書
き
記
し
・
た
る
中

に
、
祠
廟
並
び
に
佛
寺
の
記
述
が
可
成
の
量
に
上
り
含
ま
れ
て

ゐ
る
こ
と
は
一
見
し
て
誰
も
感
す
る
所
で
あ
る
。
そ
の
上
、
水

経
注
の
書
恥
れ
た
る
時
代
は
佛
教
が
支
那
に
流
傅
し
て
よ
り
散

世
紀
を
へ
て
そ
の
盛
期
を
現
出
し
て
ゐ
た
時
で
あ
り
、
新
著
の

思
想
・
信
仰
、
一
所
に
混
在
し
、
洗
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

宗
教
史
上
の
重
要
な
現
象
を
示
し
て
ゐ
る
時
で
あ
る
。
印
度
・

西
域
・
南
海
・
支
那
を
結
ん
だ
佛
教
の
流
通
を
以
て
、
東
洋
的

世
界
の
成
立
を
主
張
す
る
こ
と
は
固
よ
り
抜
き
が
た
い
困
難
を

件
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
佛
教
が
支
那
赴
會
に
及
ぼ
し
た
一
聯
の

諸
影
響
の
具
服
的
事
賓
は
、
六
朝
史
研
究
の
上
の
み
な
ら
す
、

東
亜
の
文
化
を
論
ず
る
上
か
ら
、
一
々
資
謐
し
確
・
か
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

　

自
分
は
こ
ｘ
に
水
絵
注
を
主
要
材
料
と
し
て
、
こ
の
著
作
時

代
に
至
る
迄
の
祠
廟
信
仰
の
概
略
を
叙
述
し
、
更
に
こ
の
時
代

に
於
け
る
新
た
な
る
愛
化
に
も
Ｉ
言
ふ
れ
た
い
と
思
ふ
。
水
縦

注
が
取
扱
へ
る
流
域
の
地
理
的
範
園
は
も
と
よ
り
多
く
の
種
族

の
任
地
を
含
み
、
各
地
域
の
風
土
・
地
勢
・
風
習
等
の
諸
條
件

を
異
に
し
て
は
ゐ
る
が
、
こ
ｘ
で
は
地
方
的
差
別
に
重
き
を
お

か
す
、
・
北
魏
時
代
涜
文
明
の
支
配
し
て
ゐ
売
世
界
全
般
を
Ｉ
と

し
て
統
合
的
に
考
察
す
る
。
開
巻
初
め
の
印
度
葱
嶺
一
帯
の
佛

教
地
理
的
部
分
は
無
論
除
外
す
る
。
又
、
注
意
す
べ
き
は
水
絵

注
は
豊
か
な
材
料
を
供
給
す
る
と
い
ふ
の
み
で
た
く
、
著
者
鄙

道
元
が
祠
廟
の
記
述
に
對
し
、
あ
る
腫
の
用
意
を
以
て
臨
ん
で

を
り
、
彼
が
民
間
の
信
仰
・
習
俗
に
對
し
具
眼
の
士
で
あ
っ
た

と
考
へ
る
こ
と
に
對
し
て
力
に
な
る
様
だ
判
断
・
評
論
の
語
を

見
出
す
の
で
あ
る
。
道
里
・
遠
近
の
正
確
な
る
記
載
、
自
然
美

の
う
つ
く
し
い
表
現
は
姑
く
お
く
と
し
て
も
、
こ
の
意
味
か
ら

水
経
注
乃
至
そ
の
所
引
文
献
を
主
要
材
料
と
し
て
探
り
上
げ
る

こ
と
は
便
宜
以
上
の
理
由
に
基
く
。

　

肩
逗
元
が
祠
廟
に
開
す
る
記
述
を
調
べ
る
と
、
軍
に
廟
名
を

あ
げ
る
に
止
ま
る
も
の
、
廟
の
由
来
を
前
代
の
書
を
引
き
記
す

も
の
、
そ
の
外
に
道
元
営
時
の
信
仰
状
況
に
就
い
て
記
す
も
の

あ
り
、
更
に
営
時
の
傅
承
・
信
仰
に
っ
ぎ
批
判
的
態
度
を
と
り

客
観
的
に
公
平
に
事
賓
を
取
り
扱
っ
て
ゐ
る
の
が
目
に
立
つ
。

　

例
へ
ば
滝
水
ぺ
十
の
條
に
「
〔
蒲
水
〕
側
有
古
祁
祠
・
世
謂
之

篤
百
祠
。
亦
日
蒲
上
祠
。
所
未
詳
也
。
」
と
云
ふ
如
く
、
廟
名

に
し
て
も
、
俗
将
な
り
や
、
正
式
の
裕
な
り
や
、
ｊ
異
名
の
存
在

22-



2ｊ

と
そ
の
由
来
に
つ
き
、
疑
は
し
き
を
閥
き
、
あ
り
？

さ
う
と
す
る
態
度
は
、
一
々
學
例
し
な
い
が
、
隨
所
に
現
ぽ
れ

て
く
る
。
更
に
廟
名
を
あ
げ
る
の
み
か
、
そ
の
信
仰
状
況
に
つ

い
て
何
か
書
い
て
ゐ
る
か
に
隨
っ
て
、
道
元
の
常
時
、
そ
の
祠

廟
が
い
は
ゞ
活
動
飲
態
に
あ
っ
た
か
休
止
し
て
ゐ
た
か
を
判
別

す
る
目
営
に
も
な
ら
う
。

　

八
公
山
に
つ
い
て
誉
二
十
二
に
い
ふ
所
を
約
め
る
と
、
こ
の

山
名
は
淮
南
王
劉
安
を
訪
れ
金
丹
を
錬
っ
た
八
人
の
道
士
、
八

公
に
基
い
て
ゐ
る
が
、
符
堅
が
洸
水
の
戦
に
。
敗
れ
る
や
、
山
上

を
望
む
に
草
木
皆
人
の
形
を
な
し
た
の
で
恐
怖
し
て
敗
走
し

た
。
こ
の
戦
の
前
に
謝
玄
は
八
公
を
祠
る
八
公
山
廟
に
勝
を
所

っ
た
が
、
世
に
こ
れ
を
八
公
の
童
、
菅
・
軍
を
助
け
た
祚
な
り
と

す
る
が
、
余
が
思
ふ
に
、
八
公
の
露
助
あ
る
に
非
ず
、
蓋
し
苓

氏
将
に
亡
ぴ
ん
と
す
る
惑
な
り
と
論
じ
、
統
明
を
超
越
的
威
力

に
求
め
ず
、
人
間
の
戦
場
心
理
に
肺
し
て
ゐ
る
な
ど
面
白
い
。

　

註

　

①
「
中
國
歴
史
研
究
法
補
篇
」
宗
敦
史
の
項
。

　
　

一
ヽ
自

　

然

　

崇

　

邦

か
う
し
た
鳳
廟
に
祠
ら
れ
た
る
、
信
仰
の
對
象
に
は
、
賓
に
種

、
々
雑
多
な
も
の
が
あ
る
。
支
那
文
明
の
黎
明
以
前
か
ら
可
成
り

高
度
に
警
達
し
て
き
た
道
元
の
時
代
に
至
る
迄
の
赴
會
襲
達
の

各
段
階
に
相
席
す
る
祠
廟
信
仰
の
諸
相
が
披
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

さ
う
し
て
道
元
の
時
代
に
於
て
、
そ
れ
ら
の
信
仰
の
あ
る
も
の

は
盛
ん
に
、
あ
る
も
の
は
慶
れ
て
ゐ
た
が
、
全
穀
と
し
て
猶
営

時
の
赴
會
に
認
め
ら
れ
、
。
民
俗
に
作
用
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
信
仰
が
、
そ
の
時
代
に
於
て
支
配
的
で
あ
っ
た
と
云

ふ
の
で
は
な
い
が
、
過
去
の
時
代
の
信
仰
と
し
て
流
れ
去
っ
て

了
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
の
時
代
の
珊
の
内
に
包
み
こ
ま
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
ぎ
・
各
時
代
の
文
化
の
峰
ば
か
り
を
見
ず
に
、

あ
る
時
代
の
赴
會
の
谷
間
に
残
っ
て
、
ゐ
る
前
時
代
的
な
る
民
間

信
仰
を
、
そ
の
時
代
の
文
化
の
起
動
的
な
方
面
と
聯
開
さ
せ
、

歴
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
ｔ
あ
る
。
そ
し
て
各
時
代
の

文
化
の
警
展
と
い
ふ
時
に
は
所
謂
「
文
化
の
残
留
物
」
に
も
猫

史
的
意
味
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

例
へ
ば
滑
水
し
の
條
に
見
え
る
武
部
故
道
籍
の
怒
特
祠
は
秦

の
文
公
の
時
、
南
山
の
大
梓
を
９
　
と
し
祠
っ
た
も
の
、
同
じ
く

心
陳
倉
山
上
の
陳
賓
鶏
鳴
祠
は
色
肝
の
如
く
に
し
て
雷
聾
を
警

し
野
鶏
を
し
て
皆
鳴
か
し
め
た
と
い
ふ
陳
賓
と
い
ふ
石
Ｉ
Ｉ
・
蓋

し
限
石
か
１
を
祠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ヽ
。
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2ｙ

　

寵
水
又
北
注
満
水
。
漢
水
右
合
池
水
。
水
出
旱
山
。
山
下
有

　

祠
。
列
石
十
二
。
不
辨
其
由
。
蓋
杜
主
之
流
。
百
姓
四
時
所

　

祷
焉
。
俗
謂
之
僚
子
。

こ
れ
天
然
の
岩
石
崇
呉
の
穎
著
な
例
で
あ
る
。

　

北
君
祠
四
い
一
心
登
山
者
が
登
山
に
先
だ
ち
安
全
を
所
い
所
で

あ
り
、
良
俗
祠
四
一
心
等
と
共
に
山
嶽
崇
科
に
開
し
て
ゐ
る
。

　

秀
麗
な
る
山
河
の
。
景
勝
は
榊
聖
膜
さ
れ
る
傾
向
穎
著
で
あ

る
。

　

山
流
水
又
来
径
土
被
南
。
権
北
倚
山
。
原
峯
高
三
百
尺
。
有

　

若
削
成
。
権
下
有
祁
祠
。
雛
絵
故
壁
存
馬
。
圓
馴
日
、
西
平

　

亭
北
有
土
権
帥
祠
者
也
。
（
か
）

　

㈲
〔
砥
柱
〕
水
流
強
面
。
濤
波
旬
屯
。
一
Ｉ
自
一
・
ゆ
故
有
衆
峡
諸
灘
之

　

言
、
五
戸
灘
名
也
。
有
祁
祠
。
通
謂
之
五
戸
将
軍
。
亦
不
知

　

贅
也
・
（
鄙
）

か
ｘ
る
自
然
榊
覗
の
結
果
建
て
ら
れ
た
祠
廟
に
は
固
有
の
名
も

定
か
な
ら
ぬ
女
御
が
祀
ら
れ
て
ゐ
た
敷
條
の
例
を
見
出
だ
す
。

　

山
〔
章
丘
〕
城
南
有
女
郎
山

　０
山
上
有
９
　
祠
。
俗
謂
之
女
郎

　

祠
・
窮
民
祀
焉
・
（
か
）

　

岡
祁
夷
水
西
有
隨
山
。
山
上
有
帥
廟
。
謂
之
女
郎
祠
。
方
俗

　

所
祠
也
・
（
雑
、
）

　

問
故
道
水
又
四
南
入
秦
岡
山
。
狗
婆
水
注
之
。
山
高
入
雲
。

　

遠
望
壇
状
、
若
嶺
紆
。
礒
軒
峰
桂
月
駕
矣
。
懸
崖
之
側
。
列

　

壁
之
上
。
有
９
　
象
。
若
圖
指
状
婦
人
之
容
。
共
形
半
赤
下

　

白
。
世
名
之
曰
聖
女
祁
。
至
于
稲
庶
恵
違
。
方
俗
是
所
。

　

、
二
〇
。
｀

　

（
柴
）

何
故
女
性
の
御
々
な
の
か
、
古
代
母
朧
制
と
あ
ひ
開
設
す
る
に

は
只
今
の
處
路
嫁
を
快
く
。

　

問
の
例
の
如
き
、
自
然
の
岩
石
ｂ
形
状
に
隨
っ
て
、
そ
こ
に

女
９
　
の
像
を
浮
き
出
さ
せ
、
そ
の
上
牛
身
は
赤
、
下
牛
身
は
白

と
い
ふ
も
の
は
、
雨
露
の
う
る
ほ
し
。
狭
霧
の
き
ら
ふ
岩
肌
の

あ
ら
は
す
ま
ｘ
な
る
姿
と
思
へ
ば
、
素
朴
な
る
住
民
の
自
然
御

肌
の
過
程
が
憶
０
　
出
さ
れ
て
そ
ゞ
ろ
に
興
深
い
。

　

傅
説
上
の
女
性
と
し
て
は
、
浙
江
の
海
島
覆
釜
山
下
の
掲
廟

に
聖
姑
像
あ
り
、
「
噌
察
緯
」
に
よ
れ
ば
、
掲
治
水
の
功
成
り
、

天
榊
女
を
賜
っ
た
。
こ
れ
聖
姑
で
あ
る
と
い
ふ
。

　

歴
史
上
の
女
性
で
も
趙
襄
子
の
姉
で
代
王
に
嫁
し
た
人
が
、

鴫
鸚
山
に
祀
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
、
史
上
の
悲
劇
も
、
自
然
崇
科

の
側
に
引
き
よ
せ
ら
れ
て
民
間
信
仰
に
入
り
来
っ
た
様
で
あ

‘
る
。

　

同
じ
く
史
上
の
人
物
に
開
せ
し
め
ら
れ
乍
ら
、
猶
悠
久
な
る
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づ

古
代
の
信
仰
を
窺
は
し
め
る
も
の
に
左
の
例
が
あ
る
。

　

池
水
又
西
北
流
。
水
之
西
南
有
温
泉
。
世
以
療
疾
。
三
秦
記

　

曰
。
麗
山
西
北
有
温
泉
。
祭
則
得
入
。
不
祭
則
爛
人
肉
。
俗

　

云
。
始
皇
具
祁
女
遊
。
而
件
其
旨
。
紳
女
唾
之
生
疸
。
始
皇

　

謝
之
。
紳
女
篤
出
温
水
。
後
人
囚
以
溌
洗
塘
。
張
衡
温
泉
賦

　

序
曰
。
余
出
麗
山
。
観
温
泉
。
浴
９
　
井
。
嘉
洪
洋
之
普
施
。

力
篤
之
賦
云
・
此
湯
也
ヽ
不
使
大
人
形
骸
矣
二
心
烈
）

温
泉
に
間
す
る
傅
説
の
尤
な
る
も
ぶ
・

　

種
々
な
自
然
崇
弄
の
中
で
特
に
水
源
地
の
崇
拝
に
注
意
し
た

い
。

　

自
此
連
嵩
通
阜
。
西
北
四
十
許
里
。
岡
之
西
際
、
便
得
泗
水

　

之
源
也
。
博
物
志
曰
、
泗
出
陪
尾
。
蓋
斯
１
　
者
矣
。
石
穴
吐

　

水
。
五
泉
倶
導
。
泉
穴
各
径
尺
節
。
水
源
南
側
有
一
廟
。
括

　

柏
成
林
・
時
人
謂
之
原
泉
1
1
1
-

Ｔ
Ｔ
Ｖ
所
究
也
二
一
心
『
』

清
冽
な
る
泉
の
ほ
と
り
、
樹
木
鳶
ひ
し
げ
る
處
、
ｙ
祠
廟
が
立
て

ら
れ
、
泉
の
祁
が
祀
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

互
洋
水
。
自
朱
虚
北
入
臨
脱
懸
。
黒
冶
泉
水
注
之
。
水
出
西

　

渓
飛
泉
側
。
瀬
于
窮
玖
之
下
。
泉
渓
之
上
、
源
麓
之
側
、
有

　

一
祠
。
目
之
篤
冶
泉
祠
。
按
廣
雅
。
金
４
　
謂
之
清
明
。
斯
池

　

蓋
古
冶
官
之
所
在
。
故
水
取
栴
焉
。
水
色
澄
明
而
清
冷
特
。

　

異
。
淵
無
潜
石
。
浅
鍍
沙
文
。
中
有
古
壇
。
１
　
差
相
對
。
後

え
微
加
功
１
　
・

｀
以
鴨
嬉
遊
之
處
・
こ
お
）

　

祠
廟
の
近
傍
が
閑
暇
あ
る
階
級
の
嬉
遊
の
場
所
と
な
っ
た
こ

と
は
後
述
の
史
的
意
味
を
も
っ
。
然
し
今
特
に
注
意
す
べ
き
は

泉
源
の
祠
廟
と
水
旱
と
の
前
論
理
的
開
係
で
あ
る
。

・
〔
寫
邪
〕
豪
上
有
９
　
淵
。
淵
至
重
焉
。
人
汀
之
則
渇
。
斎
潔
則

　

通
ご
岬
廟
在
斉
八
祠
中
―
漢
武
帝
亦
嘗
登
之
―
（
１
１
竹
）

所
芒
几
旱
の
際
に
は
反
っ
て
泉
に
汚
物
を
投
げ
こ
ん
で
降
雨
を

こ
０
　
り
む
儀
噌
が
ひ
ろ
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。

　

氾
水
南
鑓
臨
岨
経
西
。
青
渓
水
注
之
。
水
出
螺
西
青
山
。
山

　

之
東
有
濫
泉
。
即
青
渓
之
源
也
。
口
径
数
丈
。
其
深
不
測
。
。

　

其
泉
甚
露
潔
。
至
于
炎
陽
有
九
。
陰
雨
無
時
。
以
磯
物
投

之
・
繩
能
暴
雨
・
こ
…
…
ヽ
ヽ
ヽ
、
（
い
一
一
、
。
）

　

江
水
叉
東
逗
廣
渓
。
峡
斯
乃
三
峡
之
首
也
。
其
間
三
十
里
。

　

頭
巌
倚
木
。
灰
質
殆
交
北
岸
。
山
上
有
祁
淵
。
湖
北
有
自
堕

　

崖
。
高
可
予
診
丈
。
俯
臨
榊
淵
。
土
人
見
其
高
尚
。
故
因
名

　

之
。
天
旱
燃
木
岸
上
。
推
其
友
鎧
、
下
腿
淵
中
。
尋
即
降

　

゛
｀
。
０

　

Ξ
Ξ
、

　

ｍ

　

（
栄
）

泉
や
淵
が
水
草
を
調
へ
る
堅
能
を
有
す
る
。
即
ち
農
民
の
生
活

に
至
大
の
開
係
を
有
す
る
。
隨
つ
て
農
本
主
義
の
支
那
王
朝
に
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お

於
て
地
方
官
は
そ
の
地
方
の
、
天
子
は
天
下
の
、
水
草
調
整
の

責
任
を
有
す
る
。
こ
れ
儒
教
以
前
よ
り
あ
り
、
儒
教
の
思
想
に

も
築
り
入
れ
ら
れ
た
顕
著
な
考
へ
方
で
あ
る
。

　

（
作
筒
）
常
顛
日
、
瓢
有
山
洋
水
紳
。
旱
時
鴫
鼓
請
雨
則
必

　

廊
嘉
浄
。
蜀
都
賦
所
謂
庶
鳴
鼓
而
興
雨
也
。
峡
中
有
智
塘
黄

　

寵
二
灘
。
夏
水
廻
復
沿
侭
所
忌
。
撰
塘
灘
上
有
祁
廟
。
尤
至

　

蜜
験
。
刺
史
二
千
石
径
過
、
皆
不
得
鴫
角
伐
鼓
。
商
談
上

　

水
。
恐
陶
石
有
聾
、
乃
以
布
嗇
笥
足
。
今
則
不
能
爾
。
猶
妾

　

薦
不
報
。
此
峡
多
種
。
…
…
（
四
）

泉
の
紳
聖
は
大
守
と
共
に
商
族
に
と
っ
て
禁
制
で
あ
り
、
以
て

雨
の
順
調
、
年
の
豊
凶
を
統
御
せ
ん
と
す
る
。

　

山
嶽
・
渓
谷
・
奇
巌
・
泉
の
如
き
、
人
の
心
に
崇
高
秀
美
の

感
を
生
せ
し
め
る
も
の
が
宗
教
的
な
崇
昇
の
對
象
と
な
り
ゆ
く

種
々
相
は
以
上
述
べ
た
所
で
略
々
明
か
に
な
っ
た
と
思
ふ
。
然

し
そ
れ
が
農
耕
生
活
を
左
右
す
る
威
力
を
有
す
と
考
へ
ら
れ
る

や
、
そ
の
歴
史
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
は
見
逃
し
が
た
い
も
の
が

あ
る
・
雨
乞
ひ
の
篤
に
山
川
に
所
請
す
る
最
高
の
責
任
者
は
ぞ

の
農
耕
敵
會
の
首
長
で
あ
る
。
雨
を
ふ
ら
す
こ
と
の
出
来
る
こ

と
が
政
治
上
の
首
長
の
資
格
で
あ
り
條
件
で
あ
る
。
山
川
に
折

り
て
も
効
な
き
時
は
そ
の
首
長
の
不
名
奏
で
あ
・
り
罪
で
あ
ゐ
と

さ
れ
る
。
成
湯
桑
林
に
所
り
六
事
を
以
て
躬
ら
責
め
た
こ
と
は

降
雨
を
起
す
べ
き
任
務
を
有
す
る
王
者
の
考
へ
が
儒
靫
に
と
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
と
共
に
古
代
支
那
祁
政
祀
會
の
構
造

を
あ
か
す
も
の
で
あ
る
。

　

旱
害
・
飢
饉
の
對
策
は
現
代
篤
政
者
を
も
悩
ま
す
問
題
で
あ

る
・
こ
の
問
題
が
篤
政
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
。

蕉
来
の
素
朴
な
信
仰
に
動
揺
を
生
じ
て
き
た
の
は
矢
張
春
秋
戦

國
時
代
の
啓
蒙
主
義
者
達
の
努
力
を
僕
つ
た
。
晏
子
春
秋
一
に

左
の
興
味
あ
る
話
を
の
せ
て
ゐ
る
。

　

斉
が
大
旱
に
あ
つ
た
時
、
景
公
は
群
臣
に
と
ひ
山
を
祠
ら
ん

　

と
し
た
。
晏
子
曰
く
、
祠
る
べ
か
ら
す
、
此
無
益
な
り
。
山

　

は
石
を
身
と
し
草
木
を
髪
と
す
。
天
久
し
く
雨
ふ
ら
す
ば
髪

　

は
こ
げ
身
は
熱
す
る
。
彼
濁
り
雨
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
と
。
そ

　

こ
で
河
伯
を
祠
ら
ん
と
し
た
。
晏
子
曰
く
、
祠
る
ぺ
か
ら

。
す
。
河
伯
は
水
を
以
て
國
と
な
し
魚
類
を
民
と
な
す
。
今
泉

　

つ
き
魚
死
な
ん
と
し
て
ゐ
る
。
彼
狽
り
雨
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や

　

と
。
景
公
問
う
て
如
何
に
し
た
ら
よ
い
か
と
い
ふ
。
晏
子
日

　

く
、
君
誠
宮
殿
を
避
け
暴
露
し
、
蜜
山
河
伯
と
憂
を
共
に
せ

　

ば
、
其
れ
幸
ひ
に
し
て
雨
ふ
ら
ん
か
と
。
于
是
、
景
公
出
で

　

Ｘ
野
居
暴
露
す
。
三
日
に
し
て
天
果
し
て
大
雨
、
民
轟
く
種
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時
を
得
た
。
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

も
し
こ
ｘ
に
良
き
篤
政
者
あ
り
、
甫
を
と
ｘ
の
へ
て
績
あ
ら
ば

死
し
て
祠
ら
れ
、
又
雨
を
興
す
祁
と
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
Å
に

於
て
一
轄
し
て
人
間
崇
拝
の
事
例
に
況
老
及
ぽ
さ
う
と
思
ふ
。

　

註

　

⑧
山
嶽
崇
秤
は
、
山
が
風
。
を
生
す
る
處
で
あ
り
、
且
つ
河
川
の
源
で

　
　

あ
り
、
山
に
棲
息
す
る
虎
に
對
す
る
畏
怖
の
狭
念
と
む
す
び
つ
い

　
　

て
、
長
張
農
耕
を
左
右
す
る
風
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
そ
の
最

　
　

主
要
な
理
由
が
誕
明
で
き
よ
う
。
本
論
で
扱
へ
る
史
料
に
て
は
爺

　
　

り
頚
著
で
は
な
い
。

　

③
那
波
利
貞
博
士
「
朧
山
温
泉
」
（
歴
史
と
地
理
一
巻
一
訣
）
參
照
。

　
　

温
泉
に
つ
い
て
外
に
も
倦
三
十
一
注
水
に
皮
膚
病
始
め
萬
疾
を
醤

　
　

す
皇
女
湯
と
い
ふ
頗
る
高
熱
の
温
泉
あ
る
を
記
し
、
道
士
清
身
体

　
　

浴
し
　
　
。
日
三
飲
し
紳
を
牢
く
し
志
を
存
す
べ
し
等
と
あ
る
。
北
魏

　
　

時
代
温
泉
が
療
病
に
用
ひ
ら
れ
し
一
例
は
陸
麗
が
和
平
年
間
代
郡

　
　

温
泉
に
疾
を
療
し
仁
こ
と
が
あ
る
。
（
北
魏
書
四
十
）

　
　
　
　
　

二
、
人
間
崇
鼻

　
　
　

古
代
帝
王
賢
相
の
廟
が
處
々
に
散
在
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
例

　
　

へ
ば
九
疑
山
の
舜
廟
ド
六
安
新
の
皐
陶
廟
、
黄
餌
の
姜
姫
廟

　
　

は
じ
め
、
稜
や
大
を
の
祠
、
又
は
有
名
な
雍
の
五
時
し
も
こ
ｘ

″

　

に
入
れ
て
お
か
ｉ
。
所
が
こ
れ
ら
の
祠
廟
に
つ
い
て
は
そ
の
営

時
心
信
仰
状
況
に
つ
い
て
道
元
ぽ
殆
ん
ど
何
も
ふ
れ
ｔ
み
た

い
’
　
-
＾
＾
廟
名
と
そ
の
所
在
地
と
を
丹
念
に
記
述
し
て
ゐ
る
の

み
で
あ
る
。

　

例
外
と
見
る
べ
き
は
撫
陽
照
の
鼻
墟
、
即
ち
舜
の
愚
弟
象
の

封
國
な
４
と
い
ふ
所
に
あ
る
象
廟
（
Ｅ
叔
、
）
は
甚
だ
墜
能
あ
り

雲
雨
を
興
す
と
あ
り
、
住
民
の
信
仰
を
保
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
察

ぜ
ら
れ
る
。
道
元
附
言
し
て
曰
く
、

　

余
所
聞
也
。
聖
人
之
御
曰
重
。
賢
人
之
精
気
篤
鬼
。
象
生
不

　

慧
。
死
墜
。
何
寄
乎
。

　

し
か
し
熱
心
な
る
俗
信
を
誘
起
す
る
の
は
、
生
前
死
後
に
聖

賢
の
名
を
捧
げ
ら
れ
た
る
人
に
對
し
て
よ
り
も
、
１
即
ち
、

道
徳
・
催
力
・
聾
望
・
幸
福
・
善
美
の
人
よ
り
も
、
そ
の
反
對

に
悪
徳
・
破
敗
・
禰
欣
・
訣
陥
あ
る
人
々
に
對
し
て
ざ

い
ふ
一
般
的
な
る
場
合
を
考
へ
合
は
す
べ
き
で
あ
る
。
現
責
の

理
想
人
物
で
は
な
く
生
前
に
そ
の
目
的
を
達
し
得
ず
、
且
つ
人

間
の
理
想
に
背
反
す
る
が
如
き
人
物
が
死
後
に
於
て
、
朝
廷
の

歴
史
の
上
で
は
題
粛
た
る
悪
の
戒
め
と
さ
れ
て
も
、
・
民
間
に
あ

つ
て
は
そ
の
威
鑑
は
能
く
熾
烈
た
る
信
仰
を
か
き
た
て
る
も
の

で
あ
る
。

　

張
華
博
物
志
を
引
き
徐
瓢
徐
山
の
徐
督
王
廟
に
つ
い
て
曰
く
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「
廟
有
御
里
、
民
人
語
祷
焉
仁
Ｄ
Ｔ
・
此
の
骨
作
し
の
卵

生
兄
、
仁
弱
な
る
敗
北
主
義
者
の
優
王
は
、
そ
の
愛
民
不
同
を

以
て
、
生
時
は
百
姓
隨
ふ
者
萬
教
あ
り
、
死
し
て
は
彼
等
の
請

祷
を
鈍
め
て
ゐ
る
。
支
那
民
衆
の
積
弱
平
和
を
愛
す
る
民
族
精

紳
を
現
は
し
て
ゐ
る
好
い
例
で
あ
・
る
。
辺
元
曰
く
「
依
文
帥
事
、

似
有
符
瞼
。
但
世
代
綿
遠
、
難
以
詳
矣
。
」
と
。
伺
書
や
史
記
に

そ
の
徳
が
た
ｘ
へ
ら
れ
、
そ
の
治
績
が
大
書
さ
れ
て
ゐ
る
尭
舜

偏
湯
の
如
き
先
王
よ
り
も
、
俗
信
を
あ
つ
め
た
の
は
、
傅
承
の

色
彩
つ
よ
き
地
方
的
な
小
王
で
あ
『
る
。
綺
形
・
異
様
の
身
催
的

特
徴
を
有
し
た
る
人
が
宗
教
的
な
特
殊
の
里
能
を
有
す
と
考
へ

ら
れ
る
の
は
諸
民
族
に
通
有
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
他
に
も
例

へ
ば
生
れ
て
白
帑
あ
り
し
と
い
ふ
周
の
蜜
王
は
、
彼
の
偉
大
た

る
組
先
、
武
王
・
成
王
ら
よ
り
も
民
間
信
仰
を
ひ
き
、
河
南
城

西
甫
の
川
山
上
の
周
里
土
家
は
「
人
祠
之
不
ｓ
」
（
訂
、
て

記
さ
れ
る
。

　

一
方
、
廣
固
城
北
三
里
の
尭
山
祠
は
尭
が
巡
狩
し
て
こ
の
山

に
登
り
、
後
人
遂
に
以
て
山
に
名
け
た
。
山
の
左
麓
の
廟
に
は

「
廟
像
東
面
。
華
宇
修
整
。
帝
凶
賊
飾
。
軒
冤
之
容
穆
然
。
」
と

あ
る
が
、
「
山
之
上
頂
、
菌
有
上
祠
。
今
也
毀
慶
、
無
復
遺
式
。
」

で
あ
る
。
茸
廟
は
す
た
れ
、
新
祠
は
規
制
備
轜
れ
ど
も
資
際
心

信
仰
は
盛
ん
で
な
い
ら
し
い
。
こ
ゝ
に
推
察
を
廻
ら
せ
ば
、
尭

の
如
き
古
聖
王
の
信
仰
は
後
世
に
及
ん
で
は
浙
く
宸
へ
る
の
み

で
、
北
ハ
他
の
雑
榊
に
そ
の
信
仰
上
の
地
位
を
奪
は
れ
、
た
ゞ
朝

廷
官
僚
群
か
ら
は
先
王
部
ち
理
想
的
君
主
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、

彼
等
は
民
間
に
も
そ
の
崇
昇
を
普
及
せ
ん
と
し
て
新
廟
を
造
り

帝
像
を
飾
り
置
い
た
が
、
終
に
人
民
の
信
仰
は
復
活
さ
れ
ず
、

曹
廟
は
朽
ち
は
て
新
廟
室
し
く
寂
然
た
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　

要
之
、
儒
駄
國
家
の
官
僚
士
大
夫
の
崇
敬
す
る
古
の
先
王
賢

臣
は
民
間
か
ら
は
概
し
て
顧
ら
れ
す
、
辺
に
外
れ
た
正
統
な
ら

ざ
る
諸
王
は
民
俗
宗
教
以
外
に
享
受
す
べ
き
文
化
、
心
情
を
憩

は
し
め
る
慰
籍
な
き
民
衆
の
、
無
教
養
で
あ
り
執
拗
で
は
あ
る

が
、
古
拙
純
侠
な
る
信
仰
を
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　

帝
王
以
外
の
人
物
の
崇
祀
さ
れ
る
例
も
多
々
あ
る
が
略
々
同

様
。
の
推
論
を
許
さ
し
め
る
。
「
陳
留
風
俗
傅
」
を
引
き
１
　
皇
子
刎

廟
が
民
の
所
祷
を
う
け
（
に
に
、
）
白
起
祠
（
咸
陽
附
近
孝
里
亭
ヽ

卯
ち
白
起
死
を
賜
ひ
だ
る
古
の
杜
郵
亭
）
（
数
ご
宛
城
の
花

霞
祠
（
訟
、
）
等
・
名
が
散
見
畜
。

　

Ｆ
國
時
代
に
降
り
て
も
、
袁
紹
の
忠
臣
田
豊
は
、
時
人
そ
の

誠
謀
あ
り
無
事
に
し
て
戮
せ
ら
れ
た
の
を
嘉
し
祠
を
立
て
た
と

あ
り
「
于
是
用
表
亥
氏
覆
滅
之
宜
矣
。
」
と
い
ふ
。
道
徳
に
適
ひ
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卯

た
る
人
が
禰
に
陥
り
死
ん
だ
怨
霊
を
た
ぐ
さ
め
る
篤
に
祀
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
時
代
人
の
政
治
批
判
の
表
は
れ
で
あ
る
。
こ
Ｘ

に
祠
廟
の
信
仰
が
時
の
政
治
と
交
錯
す
る
面
を
端
的
に
知
り
う

　

扨
上
節
に
述
べ
た
自
然
崇
興
が
こ
の
死
鑑
崇
拝
と
結
び
つ
い

た
例
を
見
よ
う
。
即
ち
自
然
の
暴
威
を
以
て
怨
墜
の
作
用
に
よ

る
と
説
明
し
、
自
然
の
暴
威
か
ら
冤
れ
る
た
め
に
は
そ
の
。
怨
霞

を
祀
り
慰
め
る
。
現
賓
の
政
治
に
不
満
で
、
よ
り
幸
錆
た
る
べ

き
趾
會
を
あ
こ
が
れ
る
民
衆
の
宗
教
的
と
い
っ
て
よ
い
理
念
、

そ
れ
と
現
賓
政
治
と
の
交
錯
す
る
面
が
こ
χ
に
も
明
か
に
判

る
。
蓋
し
支
那
歴
朝
、
淫
祀
邪
教
對
策
。
の
根
本
義
は
こ
ゝ
に
置

か
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
た
。

　

〔
濁
水
〕
又
東
塩
湯
侯
祠
北
。
涵
軋
祠
之
。
此
祁
能
篤
大
波
。

　

故
配
食
河
伯
也
。
後
人
以
篤
男
叉
祠
。
悲
哉
、
謝
勝
道
消
。

　

蛋
―
・
（
先
、
）

魏
志
に
男
叉
傅
を
よ
ん
で
み
て
も
、
水
御
湯
侯
に
彼
が
習
合

さ
れ
る
事
情
は
的
確
に
は
不
明
で
あ
る
。
要
之
、
淮
南
北
の
屯

田
を
興
し
、
瞼
道
を
越
え
て
征
蜀
の
偉
動
を
た
て
た
名
将
の
証

害
を
痛
み
、
そ
の
・
た
Ｘ
り
を
恐
れ
、
水
害
を
起
す
河
御
の
祠
に

結
び
つ
け
た
も
の
で
・
あ
ら
う
。
こ
れ
と
類
似
し
興
味
ふ
か
い
の

ぽ
経
塘
の
子
膏
祠
で
ざ
る
。

　

〔
経
塘
〕
瓢
東
有
定
包
諸
山
。
皆
酉
臨
浙
江
。
水
流
于
爾
山
之

　

間
。
江
川
急
溶
。
蒙
濤
水
書
夜
再
来
。
来
庶
時
刻
。
常
以
月

　

晦
及
望
尤
大
。
至
二
月
八
日
最
高
。
峨
峨
二
丈
有
餓
。
哭
越

　

春
秋
以
篤
子
青
文
種
之
祁
也
。
昔
子
脊
亮
于
呉
、
而
浮
屍
于
。

　

江
。
呉
人
憐
之
。
立
祠
手
江
上
。
名
日
青
山
。
呉
録
云
。
膏

　

山
在
大
湖
逡
。
去
江
不
百
里
。
‘
故
曰
江
上
。
文
種
誠
手
越
。

　

而
伏
剣
手
山
陰
。
越
人
哀
之
、
葬
于
重
山
。
文
種
既
葬
一

　

年
。
子
膏
従
海
上
、
負
種
倶
去
。
游
夫
江
海
。
欲
潮
水
之

　

前
、
揚
波
者
伍
子
青
。
後
重
水
者
大
夫
種
。
是
以
枚
乗
日
。

　

濤
無
記
焉
。
然
海
水
上
海
、
江
水
逆
流
。
ヽ
似
榊
而
非
。
于
是

漿
・
（
姻
回
）

揚
談
重
水
が
冤
に
死
ん
だ
子
膏
・
文
種
の
韓
形
と
考
へ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
就
い
て
は
異
説
が
あ
る
。
聳
二
十
九
に
、

　

虞
氏
曰
。
松
江
北
去
災
國
五
十
里
。
江
側
有
丞
膏
二
山
。
山

　

各
有
廟
。
魯
哀
公
土
二
年
越
使
二
大
夫
時
無
詮
謳
陽
等
伐

　

災
。
災
人
敗
之
。
獲
二
大
夫
。
大
夫
死
。
股
立
廟
于
山
上
、

　

欲
目
丞
膏
二
王
也
。
膏
山
上
今
有
壇
石
。
長
老
云
。
膏
４
　
所

　

。
治
也
。

子
膏
廟
は
大
陽
新
に
も
あ
り
、
江
都
瓢
の
江
水
祠
も
俗
に
伍
相
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廟
と
呼
ば
れ
（
心
　
　
）
そ
の
分
布
の
ぴ
ろ
い
こ
と
を
思
は
せ
る
。

　

と
に
か
く
９
　
が
山
を
治
す
る
と
い
ふ
所
に
祁
政
の
観
念
が
は

っ
き
り
表
は
れ
て
ゐ
る
。
臭
興
の
項
羽
９
　
廟
、
居
巣
の
亜
父
祠

（
匹
）
等
い
ち
ゞ
る
し
心
。
元
来
地
方
官
が
政
績
見
る
べ
き
も
の

あ
り
、
地
方
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
た
時
は
、
人
民
は
地
方
官

の
篤
に
轄
任
の
後
に
生
祠
を
建
て
死
し
て
は
祠
廟
に
祀
っ
た
。

そ
の
例
は
甚
だ
多
い
。
そ
し
て
降
雨
を
所
る
様
忿
恨
破
が
こ
れ

に
對
し
行
は
れ
る
。
然
し
こ
の
祀
ら
れ
た
祁
が
不
遇
の
人
で
あ

っ
た
り
、
非
業
の
最
期
を
と
げ
た
人
、
又
は
生
１
　
の
事
蹟
性
格

に
勁
烈
な
る
特
勤
が
あ
っ
た
り
す
る
と
き
、
こ
の
紬
政
の
観
念

は
強
烈
と
な
り
、
現
資
政
治
に
反
抗
す
る
も
の
と
し
て
妖
貳
に

迄
進
展
し
た
い
も
の
で
も
な
い
。
と
に
か
く
祀
ら
れ
た
る
守
令

’
は
後
任
の
地
方
官
に
對
し
て
あ
る
種
の
威
力
を
以
て
臨
む
わ
け

で
あ
る
。
新
任
の
地
方
官
は
該
地
方
の
祠
廟
の
御
に
挨
四
を
の

ぺ
ね
ば
な
ら
ａ
し
き
た
り
は
す
っ
と
後
世
ま
で
行
は
れ
た
。
地

方
官
崇
祀
の
若
干
の
事
例
を
か
ｘ
げ
て
み
る
。

　

今
密
邸
城
東
門
南
側
、
有
漢
密
令
卓
茂
祠
。
…
：
…
・
阜
善
而

　

教
。
口
無
悪
言
。
教
化
大
行
。
道
不
拾
遺
。
蛉
不
入
境
。
首

　

姓
篤
之
立
祠
・
享
祀
不
榛
矣
・
（
心
に
、
）

　

際
有
練
留
王
子
香
廟
。
頌
栴
。
子
香
于
漢
和
碧
之
時
、
出
Ｓ

荊
州
刺
史
。
有
恵
政
。
天
子
徴
之
。
道
卒
枝
江
。
亭
中
常
有

三
白
虎
、
出
入
人
間
。
途
喪
篇
境
。
百
姓
追
美
甘
案
。
以
永

元
十
八
年
、
立
廟
設
祀
、
刻
石
銘
徳
。
琥
日
枝
江
白
虎
王
君
。

（
賜
）
「
ｘ
に
前
述
の
新
雨
の
事
に
開
し
ヽ
て
、

〔
肢
水
〕
叉
東
逞
平
輿
懸
故
城
南
。
…
…
城
南
里
催
有
９
　
廟
。

世
謂
之
張
明
府
祠
。
水
旱
之
不
節
、
則
祷
之
。
一
一
ｓ
ｇ
ａ
－
按
桂
陽

先
賢
書
讃
、
臨
武
張
熹
宇
季
智
。
篤
千
良
令
。
時
天
大
旱
。

熹
躬
祷
１
　
。
未
獲
嘉
厖
。
乃
積
薪
自
焚
。
主
簿
侯
崇
、
小
吏

張
化
従
熹
焉
。
火
既
燎
天
、
震
感
庖
帥
滋
雨
。
此
熹
自
焚
處

也
。
（
則
）

こ
の
驚
く
べ
き
事
は
他
に
も
例
が
あ
る
。

　

漢
済
北
戴
封
字
９
　
仲
。
篤
西
華
令
。
遇
天
旱
、
慨
治
功
無

　

感
、
乃
積
柴
坐
其
上
。
以
自
焚
。
火
起
而
大
雨
暴
至
。
遠
近

　

歎
服
・
永
元
十
三
年
徴
太
常
・
（
艶
、
）

新
令
と
地
方
民
と
の
開
係
の
密
接
な
り
し
こ
と
、
営
時
な
ほ
古

代
信
仰
の
遺
習
牢
固
た
り
し
こ
と
、
等
を
考
へ
合
せ
て
も
今
日

の
我
等
の
知
見
か
ら
は
隔
絶
せ
る
事
相
で
あ
る
。

　

要
之
、
農
耕
に
影
響
を
呉
ふ
べ
き
水
旱
に
開
し
た
信
仰
・
儀

確
が
自
然
崇
拝
に
於
て
も
人
間
崇
拝
に
於
て
も
主
要
に
し
て
特

殊
た
る
部
分
を
占
め
、
祠
廟
信
仰
が
支
那
農
民
の
翁
済
・
政
治
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生
活
を
反
映
し
て
’
ゐ
る
こ
と
ほ
尤
も
の
事
で
あ
る
。
旱
害
對
策

　

と
か
廣
く
ぃ
っ
て
農
業
奨
働
の
篤
の
賓
質
的
な
政
策
は
漢
代
に

　

於
て
憾
十
分
行
は
れ
一
凶
作
を
見
越
し
て
の
’
救
済
策
等
頗
る
留

　

意
き
れ
て
ゐ
た
。
然
る
忙
後
漢
末
に
朝
廷
の
綱
紀
が
弛
み
、
救

　

済
策
が
十
分
と
ら
れ
な
く
な
る
と
自
然
の
暴
威
は
防
ぐ
も
の
な

　

く
ひ
し
く
と
農
民
の
上
に
加
は
り
、
凶
年
あ
ひ
っ
ぎ
飢
饉
・

　

流
亡
の
現
象
を
激
化
せ
し
め
る
に
至
る
。
流
亡
せ
る
農
民
は
他

　

郷
に
奔
り
豪
族
の
土
地
に
佃
客
奴
婢
と
し
て
は
た
ら
き
、
土
地

　

兼
併
の
現
象
は
益
々
普
遍
化
し
、
漢
代
の
郷
制
は
崩
壊
を
来
し

’
④

　

た
。
そ
れ
と
共
に
祠
廟
の
信
仰
に
も
動
播
を
来
し
故
郷
の
農
村

　

を
逐
は
れ
流
民
や
奴
隷
に
化
し
た
人
民
は
五
斗
米
道
と
か
其
他

　

様
々
の
新
興
宗
教
々
團
に
吸
収
さ
れ
て
き
た
。
三
國
志
劉
絲
傅

　

の
窄
融
の
奉
佛
の
記
事
を
見
れ
ば
早
く
も
佛
教
が
こ
れ
ら
農
民

　

の
信
仰
を
あ
っ
め
っ
Ｘ
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
し
て
永
嘉
の
鼠

　

後
、
著
し
い
佛
教
の
支
配
唐
へ
の
接
近
は
そ
の
教
團
の
殿
會
的

　

経
臍
的
勢
力
を
堵
大
せ
し
め
、
梁
傅
の
竺
偕
朗
傅
に
初
見
す
る

ヽ
が
如
き
、
寺
奴
婢
と
し
て
農
民
を
そ
の
勢
力
下
に
投
ぜ
し
め
る

様
に
な
る
。
祠
廟
信
仰
の
形
態
は
勿
論
今
後
も
長
く
っ
ゞ
く
の

で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
・
内
容
に
至
っ
て
は
漢
代
迄
と
晋
以
後

祀
於
て
可
成
り
朗
自
。
な
這
ひ
が
考
へ
ら
れ
さ
う
で
あ
る
。

　
　

一
方
悠
遠
の
昔
よ
り
自
然
の
４
　
秘
境
が
宗
教
府
感
情
を
素
が

な
古
代
人
に
核
ゑ
つ
け
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
六

朝
に
な
る
と
こ
の
事
も
亦
新
ら
し
い
史
的
意
味
を
も
っ
て
く

る
。

　

註

　

④
宮
川
［
項
劾
祁
の
研
究
］
（
東
洋
史
研
究
三
ノ
六
）
１
　
照
。

　

④
「
扇
恵
全
書
」
倦
之
二
放
任
部
に
「
謁
廟
行
香
」
の
條
あ
り
、
新
任

　
　

官
吏
が
到
日
の
三
日
或
ひ
は
次
日
、
文
廟
及
び
城
陛
晦
の
諸
常
祀

　
　

に
謁
す
る
首
例
を
述
べ
て
ゐ
る
の
は
御
政
槻
念
が
近
世
に
迄
及
ぼ

　
　

し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　

④
宮
崎
市
定
助
教
授
「
演
史
劉
記
」
（
史
林
二
Ｉ
ノ
こ
。
Ξ
、
漢
代
の

　
　

郷
制
。
陳
喩
江
「
三
國
紅
済
史
」
參
照
。
叉
水
旱
に
闘
せ
る
民
俗

　
　

に
つ
い
て
は
出
石
誠
彦
氏
「
上
代
支
那
の
準
謐
と
詣
雨
」
（
史
観
第

　
　

八
冊
）
參
照
。
、

　
　
　
　

三
、
祠
廟
と
仙
・
道
・
佛

　

上
述
の
如
き
各
種
の
自
然
崇
拝
の
墜
地
は
山
川
幽
谷
に
勘
在

し
土
民
の
信
仰
は
敷
世
紀
を
へ
て
も
存
続
し
、
中
央
政
幄
の
儒

教
主
義
の
圏
外
に
立
ち
、
都
會
中
心
の
文
明
の
匯
達
か
ら
取
り

の
こ
さ
れ
、
原
始
的
な
シ
ャ
マ
ン
的
信
仰
を
守
り
っ
ゞ
け
て
ゐ

た
。
こ
の
状
態
は
赴
會
各
方
面
に
上
古
の
遺
俗
を
可
成
り
多
く

残
留
し
て
ゐ
た
と
多
へ
ら
れ
る
漢
代
に
も
及
ん
で
ゐ
た
と
思
は
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れ
る
。
漢
代
に
於
て
も
既
に
逸
民
・
道
士
・
仙
人
・
方
士
等
と

呼
ば
れ
る
一
群
の
人
々
は
漢
朝
政
治
機
構
の
外
に
逸
脆
し
、
國

教
的
地
位
を
廷
得
し
た
儒
教
か
ら
も
次
第
に
は
な
れ
て
ゆ
く
傾

向
に
あ
る
。
彼
等
が
山
川
深
谷
に
性
を
養
ひ
餌
を
求
め
た
こ
と

は
既
に
早
く
か
ら
見
・
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
後
漢
末
の

動
気
が
士
大
夫
に
不
安
の
念
を
生
せ
し
め
る
や
、
彼
等
は
官
を

捨
て
隠
居
教
授
に
従
ひ
、
遂
に
は
田
産
を
す
て
宗
族
と
別
れ
山

林
隠
逸
の
士
と
な
る
。
後
漢
書
逸
民
傅
・
晋
書
隠
逸
傅
に
列
せ

ら
れ
る
人
々
の
行
事
を
按
す
る
に
雑
多
な
る
差
異
は
あ
り
乍
ら

通
じ
て
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
時
代
を
降
る
に
っ
れ
彼
等
の

行
篤
は
い
よ
く
脱
俗
の
お
も
む
き
を
ま
し
宗
教
的
に
か
た
む

き
内
面
的
精
榊
生
活
の
官
銭
に
走
る
。

　

既
に
後
漢
明
帝
の
時
、
葉
の
令
と
な
っ
た
河
東
の
王
喬
は
雙

抱
と
な
っ
て
帝
に
謁
し
、
後
天
帝
に
召
さ
れ
た
と
栃
し
自
ら
玉

棺
に
入
る
と
、
新
中
の
牛
喘
い
？
自
ら
墳
を
作
っ
た
と
い
ふ
奇

蹟
を
傅
へ
ら
れ
、
百
姓
廟
を
立
て
葉
対
祠
と
栃
し
た
。
或
ひ
は

云
ふ
、
彼
は
古
の
仙
人
王
子
喬
（
周
壁
王
の
子
）
で
あ
る
匹
。
こ

ｘ
に
知
識
人
の
紳
仙
術
と
庶
民
の
信
仰
と
の
脈
絡
を
辿
り
う
る
。

　

漢
末
の
気
世
に
め
ひ
名
士
は
世
路
の
瞼
悪
を
さ
け
て
名
山
に

遊
ん
だ
。

〔
金
城
〕
（
四
肢
）
照
有
太
山
。
山
下
有
廟
。
漢
末
名
士
居
共

中
。
刺
史
二
千
石
郷
長
歎
十
人
。
朱
軒
華
莽
同
會
于
廟
下
。

荊
州
刺
史
行
部
見
之
。
雅
嘆
具
盛
。
貿
篤
冠
燕
里
。
而
刻
石

焚
・
・
・
ヘ
ヘ
（
牟
い
、
）

そ
の
銘
文
に
は
「
峨
峨
南
岳
。
烈
烈
離
明
。
窟
敷
俊
叉
。
君
子

以
生
。
惟
此
君
子
。
作
漢
之
英
。
徳
篤
龍
光
。
聾
化
鶴
鳴
。
」
と

あ
つ
た
と
い
ふ
。

　

河
水
又
東
北
會
爾
川
。
右
合
二
水
。
參
差
爽
岸
。
連
壌
負
瞼

　

相
望
。
河
北
有
浦
山
。
山
甚
垂
秀
。
山
４
　
之
上
。
立
石
散
百

　

丈
。
其
下
限
巌
哨
阜
。
壁
岸
無
階
。
懸
巌
之
中
。
多
石
室

　

焉
。
室
中
若
有
積
巻
矣
。
而
世
士
平
有
津
達
者
。
因
謂
之
積

　

書
巌
、
巌
堂
之
内
。
毎
時
見
紳
人
往
還
矣
。
蕃
鴻
衣
剥
裳
之

　

士
、
練
精
餌
食
之
夫
耳
。
俗
人
不
悟
其
仙
者
。
乃
謂
之
祁

　

鬼
。
彼
差
目
鬼
曰
唐
述
。
後
因
名
之
誌
唐
遠
山
。
指
其
堂
密

　

之
居
、
謂
之
唐
述
窟
。
共
懐
道
宗
玄
之
士
、
皮
冠
浄
髪
之

　

徒
、
亦
往
棲
託
焉
。
故
奏
川
記
曰
。
河
峡
崖
傍
有
二
窟
。
一

　

日
唐
述
窟
。
高
四
十
丈
。
百
二
里
有
時
亮
窟
。
高
百
丈
。
廣

　

二
十
丈
。
深
三
十
丈
。
蔵
古
１
　
五
笥
。
亮
南
安
人
也
。
・
Ｉ
Ｉ
ｆ
一
一

　

・
＝
へ
ヽ
（
に
い
）

深
山
は
今
や
祀
會
に
は
容
れ
ら
れ
た
い
が
古
典
文
化
の
保
持
者
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で
あ
る
と
共
に
、
周
定
化
敦
１
　
化
し
た
儒
教
に
満
足
せ
慟
、
新

ら
し
い
生
き
る
道
を
求
め
て
反
動
思
潮
に
向
ひ
っ
ｘ
あ
る
懐
道

宗
玄
之
士
の
こ
よ
な
き
す
み
家
と
な
っ
た
。
土
民
な
り
せ
ば
何

と
昇
み
け
む
巌
は
積
書
巌
と
呼
ば
れ
、
河
峡
傍
の
時
亮
の
。
窟
は

古
書
五
笥
を
蔵
し
て
ゐ
る
。
文
化
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
る
時

文
化
か
ら
見
放
さ
れ
て
ゐ
た
自
然
境
が
今
や
文
化
の
保
存
所
と

な
り
、
新
来
の
文
化
が
支
那
趾
會
に
根
を
下
す
ま
で
、
そ
の
両

者
を
媒
介
す
る
場
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

黒
山
在
〔
修
武
〕
瓢
北
白
鹿
山
東
。
清
水
所
出
也
。
…
…
南
峯

　

北
嶺
多
結
譚
栖
之
士
。
東
巌
西
谷
叉
足
刹
璽
之
圖
、
竹
柏
之

　

懐
具
祁
心
妙
遠
。
仁
智
之
性
共
山
水
敗
深
。
更
篤
勝
處
也
。

　

（
勁
）

　

〔
鮑
丘
水
〕
叉
酉
巡
石
窟
南
。
窟
内
寛
廣
。
行
者
依
焉
。
窟
内

　

有
水
。
湖
而
不
流
・
柄
薄
忿
給
焉
。
（
‰
い
）

　

〔
臨
組
鰯
西
青
渓
水
〕
盛
弘
之
云
…
…
’
疋
以
林
徒
棲
托
、
’
雲
客

　

宅
心
・
泉
側
多
結
道
士
精
廬
焉
・
（
匹
に
、
）

　
　

ｆ

泉
源
や
石
窟
等
か
つ
て
自
然
崇
昇
の
露
場
が
今
や
世
俗
を
離
れ

思
索
し
修
行
す
る
者
の
居
所
と
な
る
。
今
一
例
を
あ
げ
る
と
、

　

浦
水
叉
西
北
陣
逞
城
西
。
…
…
列
仙
傅
曰
。
鹿
皮
公
者
溜
川

　

人
也
。
少
篤
府
小
史
。
才
巧
。
叡
手
成
器
。
山
岑
上
有
祁

　

泉
ツ
人
不
能
到
。
小
史
白
府
君
。
請
木
工
斤
斧
三
十
人
。
作

　

樽
輪
造
瓢
閣
。
意
思
横
生
。
数
十
日
梯
道
成
。
上
呉
織
。
作

　

祠
屋
。
留
止
其
旁
。
呉
二
間
以
自
固
。
食
芝
草
飲
紳
泉
七
１
　

　

餓
年
。
涌
水
末
山
下
。
呼
宗
族
得
六
十
鯨
人
。
命
上
山
牛
。

　

水
出
轟
漂
一
郡
。
没
者
萬
計
。
小
史
辞
遠
家
室
令
下
山
。
著

　

鹿
皮
衣
・
升
閣
而
去
・
後
作
除
年
、
下
黄
薬
斉
市
也
。
（
暫
）

仙
道
が
古
の
民
間
信
仰
に
代
替
加
上
し
っ
ｘ
あ
る
の
を
見
る
。

黄
帝
仙
と
な
る
の
説
が
ひ
ろ
く
行
は
れ
て
く
る
の
は
後
漢
の
黄

老
家
の
説
に
件
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
赤
松
羽
化
の
處
、
炎
帝

少
女
こ
れ
を
追
ひ
倶
に
仙
と
な
っ
た
と
い
ふ
長
山
蒜
（
浙
江
）
の

山
下
に
二
仙
の
廟
お
た
７
ら
れ
’
・
。
（
拠
昶
ご
更
に
、

　

浦
陽
江
叉
東
北
巡
始
寧
螺
璋
山
之
成
功
崎
。
嘱
壁
立
臨
江
。

　

歌
路
峻
狭
不
得
併
行
。
…
…
一
一
一
一
に
諸
仙
之
所
憩
謙
。
敗
以
壇
謙

　

名
山
。
嶋
北
有
璋
沁
。
袖
口
有
廟
。
廟
甚
蜜
験
。
行
人
及
樵

　

伐
者
皆
先
敬
焉
。
若
相
侵
縞
。
必
篤
蛇
虎
所
傷
。
…
…
事
備

　

謝
彙
白
あ
・
（
詰
い
）

紳
廟
に
諸
仙
い
こ
０
　
、
六
朝
の
文
人
叉
こ
ｘ
に
遊
ぶ
。
六
朝
文

學
に
現
は
れ
る
祁
仙
思
想
・
自
然
観
照
の
態
度
の
由
っ
て
生
す

る
所
が
分
る
で
あ
ら
う
。
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か
う
し
て
祠
廟
と
そ
れ
に
伴
ふ
古
代
習
俗
や
信
仰
は
、
そ
の

盛
期
を
す
ぎ
て
も
久
し
く
存
縦
し
、
註
會
便
遂
に
伴
ひ
分
化
し

て
き
た
儒
教
や
紳
仙
道
や
、
後
漢
以
来
著
し
い
様
々
の
異
術
と

そ
れ
を
行
ふ
人
々
の
活
動
の
基
底
と
し
て
の
場
所
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
後
漢
儒
學
の
普
及
朋
に
儒
者
の
地
方
官
が
民
間
の
淫

祀
や
よ
か
ら
ぬ
風
俗
を
改
善
す
る
に
相
富
な
成
果
を
修
め
た
こ

　
　
　
　
　
　

⑤

と
は
あ
っ
た
が
、
概
し
て
基
底
た
る
祠
廟
信
仰
と
附
加
さ
れ
た

諸
々
の
思
想
や
教
へ
と
の
間
の
軋
傑
は
い
ち
じ
る
し
く
た
か
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
外
来
の
宗
教
文
化
が
こ
れ
ら
祠
廟
信
仰
と

接
鯛
し
た
時
に
は
可
成
の
衝
突
が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

他
宗
教
に
寛
容
で
、
且
つ
既
に
イ
ラ
ン
地
方
で
多
榊
教
的
色
彩

を
も
ら
れ
、
世
俗
の
文
化
に
は
積
極
的
に
干
渉
し
な
く
て
解
脱

の
教
理
の
方
に
瀬
著
な
便
展
を
と
げ
る
佛
教
は
、
北
欧
の
祁

話
・
民
俗
に
對
す
る
基
督
教
の
感
化
程
に
は
こ
れ
ら
支
那
固
有

の
信
仰
に
苛
酷
に
あ
た
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
簡
言
す
れ
ば

両
者
の
支
那
民
衆
の
宗
教
生
活
の
内
に
入
り
こ
む
仕
方
は
相
反

的
で
あ
る
よ
り
相
補
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
道
教
と
い
っ
た
様

な
通
俗
な
混
合
型
の
一
大
宗
教
が
出
来
上
る
の
に
都
合
好
い
條

件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
支
那
人
は
非
￥
教
的
で
あ
っ
た
と
も

云
へ
る
。
祠
廟
と
道
教
と
の
関
係
を
見
る
に
、

　

豊
ハ
〔
五
丈
渓
〕
水
冷
注
漢
水
。
南
有
女
郎
山
。
山
上
有
女
郎
家
。

　

…
…
下
有
女
郎
廟
及
胎
衣
石
。
言
張
魯
女
也
。
こ
≒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
』
ｆ
ノ

名
も
知
ら
ぬ
女
御
は
い
つ
し
か
道
教
天
師
の
娘
と
さ
れ
た
。

　

〔
錫
〕
謳
有
錫
義
山
。
方
圓
百
里
。
形
如
城
。
四
面
有
門
。
上

　

有
石
壇
。
長
数
十
丈
。
・
世
傅
列
仙
居
。
１
　
有
道
士
被
髪
餌
北

宸
十
人
・
（
匹
、
）

紳
仙
と
い
へ
ば
撒
祀
會
か
ら
遠
く
離
れ
だ
け
う
と
き
存
在
で
あ

る
・
然
し
道
士
と
い
へ
ば
・
既
に
明
白
な
る
教
團
乃
至
そ
の
原
型

を
有
す
る
。
壮
會
に
は
た
ら
き
か
け
る
積
極
性
を
も
つ
。
祠
廟

―
紳
仙
―
道
士
と
ご
の
棒
化
か
辿
り
う
る
。

　

更
に
佛
敦
が
登
場
し
て
く
る
。
後
漢
二
二
國
時
代
に
あ
つ
て

は
佛
教
も
そ
の
・
特
徴
を
全
的
に
は
現
は
さ
す
、
儒
教
以
外
の
、

即
ち
黄
老
と
か
仙
道
と
か
い
ふ
思
想
、
若
し
く
は
風
角
と
か
方

術
と
か
い
ふ
俗
信
の
仲
間
入
り
を
し
て
そ
の
腱
種
と
し
て
一
部

士
人
の
興
味
・
注
意
を
ひ
く
に
止
つ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
前
者

の
例
と
し
て
は
三
國
時
代
交
陸
に
お
い
て
著
作
さ
れ
た
と
考
へ

ら
れ
る
牟
子
の
理
惑
論
の
内
容
、
後
者
の
例
と
し
て
は
こ
れ
よ

り
も
４
　
　
く
楚
王
英
が
諸
種
の
異
術
の
士
と
共
に
桑
門
を
食
客
と

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

な
し
て
ゐ
た
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
黄
老
浮
屠
と
連
柵

さ
れ
佛
教
の
狽
自
の
内
容
が
穎
は
に
さ
れ
ず
、
程
迦
も
逸
民
の
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類
型
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
節
が
あ

心
い
こ
の

佛
教
の
性
格
の
未
だ
明
晰
な
ら
ざ
り
し
こ
と
は
只
今
取
扱
つ
て

ゐ
る
史
料
の
範
圖
で
は
「
寺
」
と
「
祠
」
と
の
混
用
に
お
い
て

現
は
れ
て
ゐ
る
。

　

自
此
西
南
出
六
里
、
又
至
一
祠
。
名
曰
胡
越
寺
。
紳
像
有
童

　

子
之
容
。
従
祠
南
歴
爽
嶺
。
廣
裁
三
尺
餓
。
雨
箱
懸
崖
数
萬

　

似
。
窺
不
見
底
。
祀
祠
有
感
則
雲
異
之
平
。
然
後
敢
度
。
猶

　

須
騎
嶺
抽
身
・
漸
以
１
　
進
・
故
世
謂
斯
嶺
篤
搦
嶺
矣
・
（
皿
か
）

　

〔
綿
〕
水
出
界
休
懸
之
綿
山
。
北
流
逞
石
桐
寺
西
。
即
介
子
推

　

之
回
・
（
勁
）

　

〔
濁
潭
水
〕
又
巡
銅
馬
祠
東
。
漢
光
武
廟
也
。
更
始
三
年
秋
光
。

　

武
追
銅
馬
于
館
陶
。
大
破
之
。
遂
降
之
。
…
…
遂
将
降
人
、

　

分
配
諸
将
。
衆
数
１
　
萬
人
。
故
開
西
琥
世
阻
曰
錫
馬
帝
也
。

　

祠
取
其
名
焉
。
廟
側
有
碑
述
。
河
内
修
武
部
張
導
字
景
明
。

　

以
建
和
三
年
篤
鉛
鹿
太
守
。
潭
津
汎
濫
…
…
以
正
水
路
。
功

　

績
有
成
。
民
用
嘉
頼
。
圖
云
潭
河
祁
壇
碑
。
’
而
俗
老
書
儒
撒

掲
斯
廟
ヽ
認
一
馬
劉
御
寺
・
（
Ｅ
影
）

　
　
　

最
後
の
例
な
ど
殊
に
興
味
あ
る
。
赤
心
を
人
の
腹
中
に
置
き
反

　
　
　

服
常
な
き
銅
馬
賊
を
安
ん
じ
た
劉
秀
が
銅
馬
帝
と
柵
や
ら
れ
、

が

　

天
子
と
し
て
升
逍
し
て
以
後
も
民
間
で
は
銅
馬
賊
の
頭
目
と
し

て
の
資
格
で
正
則
な
ら
ざ
る
廟
に
祠
ら
れ
て
ゐ
る
。
以
上
の
三

例
は
文
面
で
は
唯
、
寺
と
祠
の
爾
字
の
混
用
と
の
み
し
か
考
へ

ら
れ
ぬ
が
、
次
の
冽
は
や
χ
明
か
な
考
抹
と
な
る
。
濡
水
に
注

ぐ
石
泉
水
の
水
源
地
石
泉
固
の
七
と
を
記
し
、

　

濡
水
東
合
槽
水
。
水
出
邁
蒜
西
北
檀
山
西
南
。
南
流
輿
石
泉

　

水
會
、
水
出
石
泉
固
、
東
南
隅
、
水
炭
二
十
許
歩
、
深
三
丈

　

固
在
衆
山
之
内
、
平
川
之
内
。
四
周
絹
澗
。
阻
水
八
丈
有

　

除
。
石
高
五
丈
。
石
上
赤
土
又
高
一
匹
。
壁
立
直
上
。
廣
四

　

十
五
歩
、
水
之
不
周
者
、
路
不
容
軌
。
僅
通
人
扁
。
謂
之
石

泉
固
。
固
上
宿
有
白
楊
寺
。
是
白
揚
山
祁
也
。
寺
側
林
木
交

　

蔭
。
叢
何
隠
景
。
沙
門
憚
法
澄
、
建
刹
于
共
上
。
更
篤
思
玄

　

之
勝
處
也
・
（
紅
、
）

六
１
　
初
期
の
文
献
に
佛
教
の
寺
院
の
ど
と
が
何
々
寺
で
た
く
何

々
佛
寺
と
特
に
栴
し
て
ゐ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
一
般
に
寺
と

い
へ
ば
官
廳
そ
の
他
骨
造
物
の
栃
呼
と
な
っ
て
を
り
、
そ
れ
と

圓
別
す
る
必
要
か
ら
で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
こ
の
例
で
祠
廟
と

佛
寺
と
が
と
な
り
合
せ
に
な
っ
て
ゐ
る
例
を
見
出
す
。
印
度
の

教
へ
と
支
那
思
想
と
の
融
合
も
か
う
し
た
背
景
の
も
と
に
行
は

れ
た
で
あ
ら
う
。

　

賓
に
沙
門
も
道
士
と
異
る
所
な
か
っ
た
。
上
谷
に
硬
す
る
聖
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水
が
大
望
嶺
の
東
、
首
山
の
下
を
流
れ
る
所
に
奥
知
れ
ぬ
石
穴

あ
り
、
沙
門
憚
恵
彊
、
精
物
を
好
み
籍
火
を
た
よ
り
に
そ
の
深

さ
を
究
め
た
と
い
ふ
。
深
山
釆
薬
の
道
士
と
沙
門
と
何
ら
え
ら

ぶ
所
な
い
。
か
や
う
な
例
は
他
に
も
隨
分
と
多
い
。

　

佛
教
も
隨
っ
て
初
め
に
は
道
教
と
の
反
撥
著
し
く
は
な
か
っ

た
。
巴
蜀
の
佛
教
の
開
創
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

　

有
子
郷
領
。
篤
巴
郡
之
隷
ａ
矣
。
領
有
天
師
治
。
粂
建
佛

　

寺
。
甚
清
蜜
。
領
有
市
肆
。
四
日
一
會
・
（
頴
、
）

時
代
不
明
な
る
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
天
師
道
と
佛
教
と
の
並
行

が
知
ら
れ
る
。
か
う
し
た
濁
自
性
未
だ
著
し
か
ら
ざ
り
し
佛
教

が
終
に
在
来
の
仝
支
那
思
想
と
明
確
な
差
異
を
以
て
對
抗
す
る

に
至
る
の
は
永
嘉
の
戴
後
を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

⑦註

王
子
喬
の
廟
に
つ
い
て
は
水
経
注
洛
水
（
十
五
）
に
曰
く
、
「
休
水
叉

坦
近
壽
城
南
。
縦
氏
駆
治
。
…
…
印
縦
氏
城
也
。
城
有
仙
人
祠
。

謂
之
仙
人
親
。
」
と
。

⑧
後
漢
書
（
巻
七
こ
第
五
倫
傅
に
、
建
武
の
末
彼
が
會
稽
太
守
と
な

　

り
し
こ
と
を
の
べ
、
「
會
稽
俗
多
淫
祀
。
好
ト
誼
。
民
常
以
牛
祭

　

紳
。
百
姓
財
産
以
之
困
匯
。
其
自
食
牛
肉
而
不
以
薦
祠
者
。
登
病

　

且
死
。
先
錫
牛
鳴
。
前
後
郡
将
莫
敢
禁
。
倫
到
官
。
移
書
喝
噺
暁

　

告
百
姓
。
其
巫
祝
有
依
託
鬼
紳
、
詐
怖
愚
民
。
皆
案
論
之
。
有
妄

　

屠
牛
者
。
吏
観
行
罰
ｏ
民
初
幟
恐
惶
。
或
祀
阻
妄
言
。
倫
案
之
愈

　

急
。
後
逡
断
絶
。
百
姓
以
安
。
」
と
あ
る
。

⑨
湯
用
形
氏
、
漢
魏
雨
晋
南
北
朝
佛
敦
史
（
上
）
第
一
分
第
四
章
「
漢

　

代
佛
法
之
流
布
」
參
照
。
氏
は
支
那
初
期
佛
教
の
性
質
を
約
言
し

　

て
「
漢
代
佛
敦
附
庸
方
術
。
魏
晋
詳
子
雅
付
老
荘
」
と
い
つ
て
ゐ

　

る
。
（
八
〇
頁
）

⑩
晋
書
（
九
十
四
）
隠
逸
傅
、
楊
軒
の
傅
に
彼
が
季
龍
、
印
ち
石
虎
の

　

召
し
に
庶
ぜ
ざ
る
こ
と
を
の
べ
、
「
季
龍
欲
親
其
鍔
趣
。
乃
密
令
美

　

女
夜
以
動
之
。
何
蕭
然
不
顧
。
又
使
人
聘
其
弟
子
。
忠
行
澄
魁
牝

　

翔
士
。
衣
用
持
刀
臨
之
。
以
兵
井
腐
其
所
賜
衣
服
面
去
。
鰐
鏡
面

　

不
言
。
了
無
変
色
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
襄
楷
の
疏
に
郡
迦
傅
を
記

　

し
、
「
天
紳
疸
以
好
女
。
浮
屠
曰
、
此
革
甕
盛
血
。
逞
不
附
之
。
其

　

守
一
如
此
。
乃
能
成
道
。
」
と
あ
る
如
く
、
既
に
漢
代
士
大
夫
に

　

知
ら
れ
て
ゐ
た
佛
傅
の
祥
迦
修
行
中
の
逸
話
で
あ
る
。
然
ら
ば
石

　

虎
が
逸
民
楊
輯
を
試
み
る
の
に
禅
迦
傅
の
故
事
を
以
て
し
仁
る
は

　

富
時
逸
民
の
道
と
沙
門
修
道
と
を
同
二

　

に
云
へ
ば
鐸
迦
も
逸
民
に
な
ぞ
ら
へ
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
仁
と
論
澄

　

で
き
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　
　

む

　
　

す

　
　

び

　

こ
れ
迄
論
述
し
て
き
た
如
く
、
六
朝
以
前
の
祠
廟
は
そ
れ
が

自
然
崇
奔
に
開
せ
る
か
、
死
蜜
崇
奔
に
開
せ
る
か
、
と
も
か
く

雨
を
ふ
ら
す
感
恩
の
あ
る
祠
廟
が
最
も
熱
烈
な
所
祷
の
對
象
と

な
つ
て
ゐ
た
。
農
本
主
義
の
儒
教
國
家
で
あ
る
漢
朝
に
あ
つ
て
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は
水
旱
が
政
治
経
済
に
最
大
の
開
係
を
有
し
た
か
ら
で
、
金
銭

獲
得
の
禰
４
　
や
科
畢
及
第
の
祁
な
ど
未
だ
見
常
ら
な
い
。
所
が

漢
朝
威
疲
の
衰
微
と
共
に
北
支
農
政
に
も
破
綻
を
き
た
し
、
豪

族
の
土
地
侵
奪
・
百
姓
の
流
促
・
兵
気
・
飢
饉
に
よ
る
農
村
の

荒
腹
等
の
打
ち
っ
ゞ
く
現
象
は
古
代
飲
食
の
分
解
を
促
進
し
、

永
嘉
喪
気
に
至
り
極
っ
た
漢
民
族
の
南
波
の
後
に
於
て
北
支
に

勃
興
し
た
五
胡
諸
國
に
第
一
に
農
業
の
復
興
を
中
心
と
す
る
財

経
立
直
し
策
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
彼
等
が
儒
教
を
國
家
統
治
の
原

理
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
営
然
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然

る
に
営
時
佛
教
沙
門
の
國
政
參
其
の
現
象
が
著
し
く
、
佛
教
々

團
の
勢
力
も
急
激
に
雁
大
し
た
。
此
等
沙
門
が
所
雨
の
儀
噌
を

行
っ
た
こ
と
は
頗
る
注
目
す
べ
き
こ
と
に
屡
す
る
。

　

時
久
久
草
自
正
月
至
六
月
。
〔
石
〕
虎
遺
太
子
、
詣
臨
潭
西
釜

　

口
厨
雨
。
久
而
不
降
。
虎
命
〔
佛
圖
〕
澄
自
行
。
部
有
白
龍
二

　

頭
。
降
於
祠
所
。
其
日
大
雨
。
方
数
千
里
。
其
年
大
収
。
戎

　

罰
之
徒
、
先
不
識
法
。
聞
澄
４
　
験
。
皆
這
向
鎧
呉
。
並
不
言

　

而
隻
・
（
蒜
紘
‰
）

　

以
１
　
堅
建
元
１
　
一
年
至
長
安
。
能
以
秘
呪
。
呪
下
御
龍
。
毎

　

草
。
堅
常
請
之
呪
龍
。
俄
而
龍
下
鉢
中
。
天
梶
大
雨
。
堅
及

　

群
臣
、
親
就
鉢
中
観
之
。
咸
歎
具
異
。
堅
奉
篤
國
紳
。
士
即

皆
投
身
接
足
・
白
是
無
復
炎
旱
之
憂
・
覇
一
Ｅ
Ｅ
な
一
懸

在
来
、
支
那
固
有
の
祠
廟
が
新
雨
の
對
象
と
な
り
、
儒
教
主
義

の
朝
廷
自
ら
も
こ
れ
を
是
認
し
嘉
ず
る
方
針
で
あ
っ
た
も
の
が

今
や
外
國
沙
門
の
行
挙
る
異
域
の
術
に
よ
っ
て
所
雨
の
感
厖
大

な
る
も
の
あ
る
に
至
っ
た
。
祁
異
債
の
所
雨
に
よ
っ
て
佛
教
は

儒
教
の
領
域
を
侵
し
農
本
國
家
の
機
能
に
１
　
書
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
事
こ
そ
佛
教
が
支
那
に
於
て
國
家
の
保
護
・

奨
働
を
う
け
る
に
至
る
を
得
た
有
力
な
原
因
で
あ
る
。
在
来
の

支
那
宗
教
の
富
然
任
じ
行
ふ
べ
き
機
能
が
佛
教
に
譲
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
異
國
の
宗
教
が
萬
般
の
反
對
障
碍
を
ふ
み
こ
え

て
支
那
政
治
と
の
結
合
鮎
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
祠
廟
所
在
地
の
自
然
境
は
次
第
に
逸
民
が
道
を
行
ひ
道

士
・
仙
人
の
す
む
所
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
叉
佛
教
徒
も

か
ｘ
る
逸
民
群
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
但
、
逸
民
―
祀
音
閲
係
か
ら
い
っ
て
王
政

の
圏
外
に
立
つ
も
り
Ｉ
が
佛
教
に
帰
依
す
る
に
至
る
の
に
は

彼
等
各
自
の
特
殊
な
る
曖
験
を
へ
た
精
祁
的
飛
躍
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
然
る
こ
と
な
く
ん
ば
、
外
来
沙
門
の
傅
道
す
る
佛
教

も
た
ぎ

い
。
後
漢
の
儒
教
が
朝
廷
中
心
の
訓
話
學
圧
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多
な
宗
教
思
想
が
地
方
儒
者
の
學
問
の
中
に
入
っ
て
く
る
。
佛

丿

　
　

教
も
そ
の
一
種
と
い
ふ
の
で
あ
れ
ば
、
落
髪
餅
親
の
回
心
の
動

　
　
　

機
と
し
て
は
鯨
り
に
弱
い
。
漢
代
佛
教
の
性
質
そ
の
賓
質
的
貧

　
　
　

弱
の
原
因
は
こ
ｘ
に
在
る
。
所
が
五
胡
飢
前
後
の
漢
族
國
家
祀

　
　
　

會
の
大
危
局
に
際
し
動
轄
て
る
心
に
絶
對
の
安
心
を
獲
ん
と
欲

　
　
　

し
、
自
分
に
負
ひ
か
ｘ
つ
て
ゐ
る
一
切
の
苦
悩
煩
累
は
自
分
以

　
　
　

外
に
除
く
べ
き
何
等
の
傅
統
的
樅
威
も
教
説
も
な
い
と
畳
悟
を

　
　
　

決
め
ね
ば
な
ら
た
く
な
っ
た
一
部
士
大
夫
出
身
の
青
年
た
ち
に

　
　
　

至
っ
て
遂
に
他
の
教
養
一
切
を
擲
つ
こ
と
に
よ
っ
て
佛
教
に
道

　
　
　

を
求
め
た
の
で
あ
る
‘
。
有
名
な
る
慧
遠
が
般
若
の
講
経
を
聞

　
　
　

き
「
儒
道
九
流
は
膝
枇
の
み
」
と
言
っ
た
逸
話
に
こ
の
事
は
明

　
　
　

瞭
に
表
は
れ
て
ゐ
る
。
彼
等
支
那
人
沙
門
は
も
と
よ
り
支
那
思

　
　
　

想
い
教
養
深
き
階
級
に
垢
し
才
學
す
ぐ
れ
た
人
で
は
あ
っ
た
が

　
　
　

彼
の
醒
嶮
に
よ
っ
て
佛
教
の
真
理
の
み
が
心
内
に
王
座
を
占
め

　
　
　

た
の
で
あ
る
。
佛
教
の
本
質
的
長
所
は
彼
等
を
ま
っ
て
弘
め
ら

　
　
　

れ
、
か
く
て
支
那
文
化
の
内
に
佛
教
の
優
越
的
地
位
が
き
づ
か

　
　
　

れ
た
。
主
と
し
て
江
南
の
東
晋
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
他

　
　
　

面
北
支
で
は
佛
教
は
政
治
と
有
機
的
聯
繋
を
瞳
保
す
る
に
至
り

　
　
　

救
国
の
祀
會
的
地
位
を
安
固
な
ら
し
め
た
。
要
之
、
支
那
佛
教

　
　
　

は
漢
代
の
黄
老
浮
屠
的
佛
教
か
ら
、
請
雨
な
ど
の
呪
祷
的
佛
教

並
び
に
清
談
的
佛
教
に
至
っ
て
始
め
て
盛
ん
に
な
り
え
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
銘
記
さ
る
べ
き
は
請
雨
に
せ
よ
清
談
に
せ
よ
元

来
佛
教
の
木
質
で
は
な
く
、
支
那
に
布
教
す
べ
く
、
そ
の
靴
會

的
政
治
的
事
情
に
座
じ
沙
門
達
が
傅
道
の
手
段
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
佛
教
が
安
定
し
た
勢
力
を
確
保
す
る
に
及
ん
で
は
反
っ

て
異
端
と
し
て
さ
げ
す
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
教
理
に
何

等
政
治
経
済
の
指
導
理
念
が
求
め
ら
れ
す
、
現
世
口
文
化
に
達

し
消
極
的
態
度
を
と
る
佛
教
が
印
度
以
外
、
の
祀
音
に
地
歩
を
占

め
ん
と
す
る
際
、
か
ｘ
る
仕
方
で
な
け
れ
ば
成
就
し
あ
た
は
ぬ
。

　

佛
教
に
於
て
本
質
的
な
ら
ざ
る
も
の
が
佛
教
を
し
て
支
那
に

興
隆
せ
し
む
る
機
縁
を
作
っ
た
所
に
佛
教
が
其
後
支
那
文
明
に

於
て
占
め
る
意
義
の
根
本
的
な
制
限
が
あ
る
。
か
Ｘ
る
事
情
が

後
来
、
佛
教
を
し
て
一
方
は
民
衆
と
遊
離
し
宗
教
た
る
力
用
を

果
さ
な
い
煩
瓊
哲
學
的
教
學
の
方
向
に
進
む
と
共
に
、
他
方
民

衆
の
祀
會
内
に
没
入
し
、
固
有
信
仰
と
混
和
さ
れ
、
遂
に
自
ら

の
民
衆
の
心
情
を
高
揚
せ
し
む
べ
き
内
容
を
館
磨
し
、
宗
教
の

純
一
性
は
両
方
面
か
ら
壊
た
れ
て
了
ひ
、
世
俗
的
諸
力
の
作
用

か
ら
教
團
の
堕
落
を
守
り
え
ざ
る
の
み
か
、
教
團
が
反
っ
て
そ

の
泥
を
に
ご
ら
し
、
竟
に
佛
教
顛
落
の
現
状
を
来
す
に
至
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
〔
完
〕

　

（
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
日
稿
）
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